
 

  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

G.G練習 9:30～ 北堀公園 稲澤夫妻

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

6 火 G.G練習 坪内・今川

9 金 ＧＧ夏季大会 野間・坂田

10 土 詩吟教室 10:00～ 藤城小ふれあいサロン 今　　井

13 火 藤田・佐々木

藤井夫妻

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

20 火 G.G練習 石田・高橋

23 金 G.G総会＃２ 大西・田原

24 土 詩吟教室 10:00～ 藤城小ふれあいサロン 今　　井

27 火 坪内・原田

30 土 稲澤夫妻

9:30～ 北堀公園

9:30～ 北堀公園

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　5　年　6　月

2 金

金16

G.G練習 9:30～ 北堀公園

G.G練習

民謡の会が再開しました　[原則：第一、第三金曜日］

梅雨本番　体調管理は万全に怠りなくして下さい

9:30～ 北堀公園



 

  

ガザニア・ラン・つゆくさ 

６ 月 号 目 次 

総会における書面表決について、新入会員のご紹介 

「民謡の会」活動再開・・・・・・・・・・・・・ 

藤城ニューフレンドだより・・・・・・・・・・・ 

笑顔は最強のコミュニティツール（二）・・・ 

漢詩集 「洛陽風雅 第十九号」抜粋（その二）・ 

脳の活性化のため漢詩作りを始めませんか（その七十八） 

思い出すことなど・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「雨の日も元気！高齢者が梅雨時期に 

知っておきたい健康対策 5 選」・・・・ 

 
『京都リハビリテーション病院ってどんなところ・・ 

シルバー川柳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カフェふじしろ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・藤 城 の 家・・・・・・・・・・ 

 
夜間頻尿で悩んでいる方へ その①・・・・・・・ 
 

｢口臭の 6 割は舌についた汚れ』・・・・・・・・    

京都老人ホーム 養護老人ホーム施設長就任のご挨拶・・ 

今月の運勢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

わーぷろ屋のひとりごとⅢ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

表紙制作・印刷：うえだ  いずみ   藤森神社  ハート形の「あじさい」  

会 長 

民 謡 の 会 

健 康 部 

万 帖 敷 町

桃 城 町 

桃 城 町 

古 御 香 町 
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  新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庶
務
部 

鈴
木 

美
恵
子 

中
部
―
１ 

桒
谷 

喜
美
子 

様 

万
帖
敷
町 

総
会
お
け
る
書
面
表
決
に
つ
い
て 

会 

長 

鈴
木 

美
恵
子 

だ
よ
り
４
月
号
に
掲
載
の
総
会
議
案
（
第
31
期決
算
報
告
書
、

第
32
期予
算
）

は
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
も
５
月
８
日
に
医
療
的
位
置
づ
け
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並

み
の
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
を
凌
ぐ
か
の
よ
う
な
人

の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
健
康
や
安
全

に
配
慮
し
な
が
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
機
会
を
見
て
色
々
な
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

「
藤
城
実
年
会
・
民
謡
の
会
」
活
動
再
開 

民
謡
の
会 

 

宮 

杉 
 

曠 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
令
和
２
年
度
よ
り
民
謡

の
会
の
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
19
日
よ
り
再
開
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
１
回
目
は
参
加
６
名
で
し
た
が
、
馴
染
み
曲
「そ
う
ら
ん
節
」
や

「
民
謡
は
い
い
よ
」
「
実
年
会
音
頭
」
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
声
を
出
す

事
が
出
来
ま
し
た
。 

会
場
は
、
万
帖
敷
自
治
会
館

を
お
借
り
し
て
、
毎
月
第
１

と
第
３
金
曜
日
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
の
２
時
間
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

三
味
線
と
尺
八
の
伴
奏

を
バ
ッ
ク
に
歌
唱
い
た
し
ま

す
。 民

謡
に
ご
興
味
の
あ
る
方

是
非
お
い
で
下
さ
い
。
一
緒

に
日
本
の
民
謡
を
歌
い
ま
せ

ん
か
。 

 

万帖敷自治会館 
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　大西勝彦

＊　５月２日（火）練習終了後、北堀公園の東屋で市介護予防推進センターによる体力測定会を

      実施し、握力、BMI、口腔機能等を測定。グラウンド・ゴルフの健康効果にビックリされました。

＊　５月１１日（木）岩倉東公園グラウンドでの「ねんりんピック愛媛２０２３」の京都市予選会に

　　 選抜１組６名が出場。総参加３５組（２１０名）の内、同点９位で大健闘でした！

＊　５月１７日（水）桃山城運動公園で行われた「深草カップ」交流親睦大会に１２名が参加。

　　 ３０度を超す暑さの中、健闘むなしく６位までの入賞に至らず。（総参加者１０２名）

＊　６月９日（金）藤城ニューフレンド夏季大会を開催します。お楽しみに！

＊　６月２３日（金）グラウンドにて第２回総会を開催しますので参集下さい。

男性 　　　　　令和５年 ４月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1

11 12 22.05 5 石田、大西、野間、藤田、三嶋

14 12 22.33 5 大西②、石原、稲澤、山口

18 12 21.58 8 石田②、山口②、川合、坪内、野間、元生

21 12 22.75 4 石田、大西、野間、藤田

計4日 48人 22.18 22 4ｹ2人、3ｹ2人、2ｹ1人、1ｹ6人

女性

開催日 参加者 平均スコア H-1

11 14 22.78 6 西出②、今井、今川、谷口、藤井

14 13 21.41 11 田原③、高橋②、稲澤、今井、谷口、西出、藤井、元生

18 12 22.13 5 稲澤②、高橋、田原、元生

21 11 21.32 10 田原④、今川③、坂田、原田、元生

計4日 50人 21.94 32 8ｹ1人、4ｹ1人、3ｹ4人、2ｹ3人、1ｹ2人

    ５月２日（火）、稲澤健次さんがオール２打を達成されました。おめでとうございます㊗

⇐

5月11日（木）岩倉東公園の
ねんりんﾋﾟｯｸ京都予選会で
同点９位の選抜チーム

⇒
５月２日（火）の
体力測定会の様子

（１６名参加）

この度、万帖敷町の桒谷（ｸﾜﾀﾆ）喜美子さんが新規入部されました。宜しくお願い致します。

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

ホールインワン(H-1)達成者
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  笑
顔
は
最
強
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
ル
（
二
） 

万
帖
敷
町 

松
井 

光
三 

５
月
号
に
続
き
、
標
題
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。 

笑
顔
は
人
か
ら
人
へ
敏
感
に
伝
播
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
相
手

の
表
情
に
反
射
的
に
脳
の
神
経
細
胞
に
「
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
」
と
い

う
物
質
が
働
く
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
「
笑
い
と
笑
顔
は
何
が
違
う
の

で
す
か
～
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
誌
２

０
１
４
年
３
月
号
「
笑
顔
の
チ
カ
ラ
」
で
触
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

異
な
る
背
景
で
書
い
て
み
ま
す
。 

今
川
さ
ん
が
、
以
前
に
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
セ
ミ
テ
公
園
を
訪
ね
た

時
、
自
然
学
校
と
い
う
場
で
、
小
学
生
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
た
折
、

指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
先
生
が
教
室
に
入
っ
て
く
る
と
、
手
を
上

げ
な
が
ら
「
キ
ー
プ
ス
マ
イ
ル
」
と
大
き
な
声
を
発
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
ス
テ
キ
な
笑
顔
で
全
員
が
見
え
る
位
置
に
着
い
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
ま
で
大
騒
ぎ
し
て
い
た
生
徒
た
ち
は
、
先
生
の
笑
顔
を
見

た
途
端
に
静
か
に
な
り
、
先
生
と
同
じ
よ
う
に
手
を
あ
げ
な
が
ら

笑
顔
で
席
に
着
き
始
め
た
そ
う
で
す
。
生
徒
同
士
で
眼
を
見
て
笑

顔
を
交
わ
し
、
そ
の
輪
が
一
瞬
に
広
が
り
、
和
や
か
な
空
気
に
包
ま

れ
た
の
で
し
た
。
子
供
た
ち
の
世
界
で
の
こ
と
で
、
我
々
高
齢
者
の

間
で
は
多
少
異
な
る
雰
囲
気
か
も
分
り
ま
せ
ん
が
、
笑
顔
の
力
に

違
い
は
な
い
で
す
。 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
子
供
た
ち
は
大
人
に
な
る
前
に
、
歯
並
び
を
矯

正
す
る
場
合
が
多
い
そ
う
で
す
。
ス
テ
キ
な
笑
顔
が
相
手
に
ど
ん
な

印
象
を
与
え
る
か
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。 

今
川
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
マ
ス
ク
を

す
る
の
が
当
り
前
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
川
さ
ん
が
「
笑
顔
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
仕
事
を
始
め
た
頃
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
会

社
で
、
徹
底
的
に
口
角
を
ひ
ろ
げ
な
い
仕
様
で
行
な
い
、
マ
ス
ク
を

排
除
し
た
そ
う
で
す
。
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
で
家
内
に
閉
じ
こ
も
る

若
者
が
結
構
い
た
か
ら
、
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
て
は
、
笑
顔
が
な
か

な
か
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
。
人
物
の
識
別
さ
え
も
難
し
く
し
て
し
ま

う
ほ
ど
で
す
。
マ
ス
ク
で
口
を
隠
す
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
阻
害
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

あ
る
調
査
結
果
で
も
、
「
コ
ロ
ナ
禍
が
去
っ
て
マ
ス
ク
を
取
る
か
」

と
い
う
問
い
に
、

％の

人
が
「
マ
ス
ク
を
着
け
た
ま
ま
で
い
る
」
と

答
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
顔
を
マ
ス
ク
で
隠
す
こ
と
で
表
情
筋
は
衰

え
、
笑
顔
を
作
り
に
く
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
（
眼
を
会
わ
せ
合
図
す
る
こ
と
）
を
送
り
ま
す
。
視
線
を

合
わ
せ
る
行
為
は
相
手
を
認
め
る
証
だ
そ
う
で
す
。
し
っ
か
り
と

「
口
角
を
上
げ
れ
ば
」、
眼
は
自
然
と
笑
顔
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
が

マ
ス
ク
で
も
笑
顔
に
な
る
方
法
だ
そ
う
で
す
。 

可
能
で
あ
れ
ば
、
会
話
が
終
わ
っ
た
ら
、
マ
ス
ク
を
「
一
瞬
だ
け
」

外
し
て
あ
な
た
の
最
上
の
笑
顔
を
相
手
に
伝
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。 
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  漢
詩
集

「
洛
陽
風
雅 

第
十
九
号
」
抜
粋
（
そ
の
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桃
城
町 

佐 

倉 

冨 

男
（
洛
陽
吟
社
代
表
） 

四
月
号
に
続
い
て
漢
詩
集
「
洛
陽
風
雅
」
よ
り
一
詩
を
抜
粋
し
て
披
露
し
ま
す
。
作
者
は
高
校
生
で
す
が
、
各
種

の
漢
詩
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
て
い
る
洛
陽
吟
社
の
新
進
気
鋭
の
人
で
す
。 

驟 

雨 
 

 
 

 
 

驟
し
ゅ
う 

雨 う 
 

 
 

小
林 

光
太
郎 

作 

金
蛇
曄
曄
走
中
空 

 
 

金
き
ん

蛇 だ 

曄
々

よ
う
よ
う 

中
空

ち
ゅ
う
く
う

を
走

は
し

り
、 

 

白
雨
跳
珠
清
爽
通 

 
 

白
雨

は

く

う 
珠

た
ま

を
跳

お
ど

ら
し 

清
爽

せ
い
そ
う

通
つ
う

ず
。 

 
 

忽
畫
分
明
青
嶽
色 

 

忽
た
ち
ま

ち 
画

え
が

く
こ
と
分
明

ぶ
ん
め
い

た
り 

青
せ
い

岳
が
く

の
色

い
ろ

、 

翠
松
嘯
詠
快
哉
風 

 

翠
す
い

松
し
ょ
う 

嘯
し
ょ
う

詠
え
い

す 

快
哉

か
い
さ
い

の
風

か
ぜ

。 
 

（
七
言
絶
句 

東
韻
） 

[

語
意]

◎
驟
雨
…
に
わ
か
雨
。 

◎
金
蛇
…
い
な
び
か
り
。
◎
嘩
嘩
…
明
ら
か
、
稲
妻
の
光
る
さ
ま
。 

◎
白
雨
…
に
わ
か
雨
。 

◎
清
爽
…
さ
わ
や
か
。
◎
分
明
…
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
◎
嘯
詠
…
歌
う
こ
と
。

◎
快
哉
…
心
地
よ
い
こ
と
。 

{

大
意]  

 

稲
妻
は
、
明
ら
か
に
大
空
を
走
り
、
に
わ
か
雨
は
、
真
珠
の
珠
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
で
爽
や
か
で
あ
る
。
雨

が
止
み
、
雲
が
忽
ち
去
っ
て
、
は
っ
き
り
と
青
い
山
々
の
色
が
画
き
だ
さ
れ
、
青
い
松
が
心
地
よ
い
風
に
歌

っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

詩
吟
同
好
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

一
緒
に
楽
し
く
唄
い
ま
し
ょ
う
。
発
声
の
基
礎
か
ら
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
六
四
五
ー
一
七
八
七
（今
井
）
ま
で
。 

 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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脳
の
活
性
化
の
た
め 

 
 

 

漢
詩
作
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
（
そ
の
七
十
八
） 

燕
語
一
過
五
月
天
…
…
谷
口 

智
子 

（
読
み
方
）
燕
語 

一
過 
五
月
の
天
。 

鳴
蛙
閣
閣
緑
陰
前
…
…
鈴
本 

清
美 

（
読
み
方
）
鳴
蛙
（
め
い
あ
） 

閣
々 
緑
陰
の
前
。 

薫
風
鯉
旗
転
清
妍
…
…
今
井 

良
子 

（
読
み
方
）
薫
風 

鯉
旗
（
こ
い
の
ぼ
り
） 

転
（
う
た
た
）

清
妍
。

 

蛙
聲
呼
雨
緑
陰
前
…
…
松
井 

勝
子 

（
読
み
方
）
蛙
声 

雨
を
呼
ぶ 

緑
陰
の
前
。 

新
緑
池
頭
汲
水
煎
…
…
石
原 

旭
苑 

（
読
み
方
）
新
緑
の
池
頭 

水
を
汲
み
て
煎
（
に
）

る
。 

薫
風
竹
樹
天
清
妍
…
…
鈴
木 

美
恵
子 

 

（
読
み
方
）
薫
風 

竹
樹 

天 

清
妍
（
せ
い
け
ん
）
。 

入
夏
池
頭
聴
杜
鵑
…
…
高
橋 

四
郎 

（
読
み
方
）
夏
に
入
る
池
頭 

杜
鵑
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

を
聴
く 

 

五
月
号
の
詩
題
は
「初
夏
偶
吟
」
で
し
た
。ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た
一
行
詩
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（順
不
同
） 

客
舎
窓
外
聴
杜
鵑
…
…
鈴
本 

 

貢 

（
読
み
方
）
客
舎
の
窓
外 

杜
鵑
（
ほ
と
と
ぎ
す
）

を
聴
く
。 

新
緑
樹
林
絶
俗
縁
…
…
松
井 

光
三 

（
読
み
方
）
新
緑
の
樹
林 

俗
縁
を
絶
す
。 

薫
風
蛙
鼓
聴
流
泉
…
…
石
原 

敏
行 

（
読
み
方
）
薫
風 

蛙
鼓 

流
泉
を
聴
く
。 

新
緑
薫
風
絶
俗
縁
…
…
松
井 

淳
子 

（
読
み
方
）
新
緑 

薫
風 

俗
縁
を
絶
す
。 

新
緑
如
潮
風
景
鮮
…
…
一
色 

一
美 

（
読
み
方
）
新
緑 

潮
の
如
き 

風
景 

鮮
や
か
な
り
。 

疎
雨
一
過
五
月
天
…
…
浅
田 

住
子 

 
（
読
み
方
）
疎
雨 

一
過 

五
月
の
天
。 

杜
宇
一
聲
驚
午
眠
…
…
佐
倉 

旭
学 

 

（
読
み
方
）
杜
宇
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
一
声 

午
眠
を
驚
か
す
。 

今
月
号
の
題
は
「
梅
雨
偶
吟
」
と
し
ま
す
。
二
字
熟
語
は
、
今
ま
で
の
実
年
会
だ
よ
り
に
掲
載
の
も
の
も
使
用
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
作
詩
に
関
す
る
ご
質
問
な
ど
の
あ
る
方
は
佐
倉
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。  
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（
三
字
熟
語 

東
韻
） 

●
〇
〇 

竹
籬
中
（
竹
垣
の
中
） 

小
池
中
（
小
池
の
中
） 

緑
陰
中
（
緑
陰
の
中
） 

小
楼
中
（
小
楼
の
中
） 

夕
陽
中
（
夕
陽
の
中
） 

与
池
通
（
池
と
通
ず
） 

一
簾
風
（
一
れ
ん
の
風
） 

昼
濛
濛
（
昼 

も
う
も
う
た
り
） 

望
冥
濛
（
望 

め
い
も
う
た
り
） 

一
灯
紅
（
一
灯
紅
な
り
） 

小
船
通
（
小
船 

つ
う
ず
） 

緑
濛
濛
（
緑 

も
う
も
う
た
り
） 

夢
難
通
（
夢 

通
じ
が
た
し
） 

夕
陽
空
（
夕
陽
む
な
し
） 

夕
陽
紅
（
夕
陽 

紅
な
り
） 

意
何
窮
（
意 

何
ぞ
き
わ
ま
ら
ん
） 

紫
陽
紅
（
ア
ジ
サ
イ
が
紅
い
） 

一
望
空
（
一
望 

む
な
し
） 

柘
榴
紅
（
ざ
く
ろ
が
紅
い
） 

雨
中
紅
（
雨
中
に
紅
な
り
） 

 

●
●
〇 

細
雨
中
（
細
雨
の
中
） 

夕
照
中
（
夕
照
の
中
） 

 
 
 

點
滴
中
（
点
滴
の
中
） 

雨
滴
中
（
雨
滴
の
中
） 

暗
半
空
（
半
空
く
ら
し
） 

野
水
通
（
野
水
つ
う
ず
） 

新
竹
風
（
新
竹
の
風
） 

西
又
東
（
西
ま
た
は
東
） 

有
釣
童
（
魚
釣
り
の
童
が
い
る
） 

小
院
中
（
小
庭
の
中
） 

冥
霧
中
（
冥
霧
の
中
） 

煙
雨
濛
（
煙
雨
も
う
た
り
） 

農
事
繁
（
農
事
し
げ
し
） 

窓
日
紅
（
窓
日
く
れ
な
い
な
り
） 

 

一
径
通
（
小
径
が
通
じ
て
い
る
） 

 
 
 
 

曲
径
通
（
曲
径
つ
う
ず
） 

散
午
風
（
午
後
の
風
を
ち
ら
す
） 

人
影
空
（
人
影 

む
な
し
） 

酒
有
功
（
酒
に
功
あ
り
） 

榴
火
紅
（
ざ
く
ろ
の
花
が
紅
） 

数
点
紅
（
数
点
く
れ
な
い
な
り
） 

（
二
字
熟
語
）                                                        

 

○ 

○ 
  

梅 
霖
（
さ
み
だ
れ
） 

一 
天 

満 

天 

芭 

蕉 

蛙 

声 

群 

蛙 

濛 

濛
（
も
や
も
や
し
た
） 

冥 

冥
（
く
ら
い
さ
ま
） 

詩 

書 

雨 

聲 

蕭 

然
（
寂
び
し
い
さ
ま
） 

枇 

杷
（
び
わ
） 

新 

秧
（
稲
の
早
苗
） 

紫 

陽
（
あ
じ
さ
い
） 

天 

昏
（
天
く
ら
く
し
て
） 

天 

空 

閑 

吟
（
静
か
に
詩
を
吟
ず
る
） 

青 

苔 

雨 

聲 

街 

頭 
 
 
 

杜 

鵑
（
ほ
と
と
ぎ
す
） 

梅 

空
（
つ
ゆ
ぞ
ら
） 

詩 

成
（
詩
な
り
て
） 

小 

斎
（
し
ょ
さ
い
） 

  

● 

●  

連 

日 
 

梅 

雨 

花 

落 

靴 

没
（
靴
は
没
す
） 

雨 

気 

聲 

裡
（
声
の
す
る
あ
た
り
） 

呼 

雨
（
雨
を
呼
ぶ
） 

 
 

細 

雨 

静 

坐 
午 
睡
（
ひ
る
ね
） 

茶 
味 

梅 

熟
（
梅
は
熟
す
） 

窓 

暗
（
窓
は
く
ら
し
） 

宿 

雨 

雨 

後 

水 

漲
（
水
み
な
ぎ
り
て
） 

未 

霽
（
未
だ
は
れ
ず
） 

燕 

子
（
つ
ば
め
） 

静 

対
（
静
か
に
対
す
） 

不 

出
（
い
で
ず
） 

 
 

点 

滴
（
あ
ま
だ
れ
） 

 

荷 

葉
（
は
す
の
葉
） 

病 

骨 
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思

い
出

す
こ
と
な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

 

過
去
の
経
験
で
特
別
な
も
の
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
み
ま
し
た
。

事
実
だ
け
を
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
書
い
て
み
ま
す
。
先
ず
は
大
学

時
代
、
ギ
タ
ー
部
の
男
子
８
人
で
一
睡
も
せ
ず
に
京
都
、
烏
丸
今

出
川
か
ら
和
歌
山
城
ま
で
約
50
時
間
か
け
て
歩
い
た
こ
と
。
足

の
裏
の
皮
が
全
部
剥
け
、
帰
り
は
電
車
に
乗
っ
た
が
そ
の
後
の
京

都
に
戻
る
間
の
記
憶
が
完
全
に
失
わ
れ
ま
し
た
。 

次
は
学
生
時
代
か
つ
て
の
京
都
会
館
（
現
在
の
ロ
ー
ム
シ
ア
タ

ー
京
都
）
で
大
胆
に
も
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
ソ
ロ
、
２
重
奏
、
３

重
奏
な
ど
を
演
奏
し
た
こ
と
。
何
故
か
あ
ま
り
緊
張
し
な
か
っ
た

で
す
。
私
の
演
奏
の
バ
ッ
ク
に
、
司
会
者
に
ゲ
ー
テ
の
詩
を
朗
読

し
て
も
ら
い
最
前
列
で
感
激
し
て
泣
い
て
い
る
人
が
い
た
と
か
、

い
な
い
と
か
？
（
真
実
は
分
か
ら
な
い
） 

大
学
４
回
生
卒
業
前
、
内
定
し
て
い
た
旅
行
代
理
店
に
手
紙
を

送
り
辞
退
し
た
こ
と
。
高
校
時
代
、
大
学
受
験
の
た
め
に
昼
夜
逆

転
し
病
気
に
な
り
、
そ
の
反
動
で
大
学
３
回
生
ま
で
ほ
と
ん
ど
勉

強
せ
ず
単
位
を
ほ
と
ん
ど
落
と
し
、
そ
の
後
反
省
し
４
回
生
あ
た

り
か
ら
真
面
目
に
な
り
夏
休
み
の
間
ほ
ぼ
毎
日
、
修
学
院
の
下
宿

か
ら
北
山
資
料
館
ま
で
歩
き
、
自
習
室
で
英
語
の
勉
強
を
再
開
し

教
職
の
科
目
を
履
修
し
直
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
人
生
の
大
き
な
分 

岐
点
で
し
た
。 

社
会
人
一
年
目
、
初
め
て
教
壇
に
立
っ
た
の
は
府
立
城
陽
高
校
。

近
鉄
寺
田
駅
近
く
の
四
畳
半
の
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
し
、
月
給
３
万

５
千
円
で
は
生
活
が
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
近
所
の
小
学
生
を
集

め
て
主
に
算
数
な
ど
を
教
え
な
が
ら
暮
ら
し
の
足
し
に
し
て
い
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
も
冷
蔵
庫
も
洗
濯
機
も
な
く
、
冬
は
湯
を
沸
か
し

洗
濯
板
で
衣
服
、
下
着
を
洗
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の

貧
し
い
時
に
、
本
棚
だ
け
は
買
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
英
語
の

授
業
も
頼
り
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
沢
山

の
保
護
者
か
ら
学
校
に
電
話
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
私
の
拙
い
授

業
を
楽
し
く
受
け
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
話
を
聴
き
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
当
時
の
城
陽
高
校
の
校
長
先
生
が
立
派
な
推
薦

書
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
市
内
の
私
立
高
校
に
専
任
と

し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

学
生
時
代
は
下
宿
を
転
々
と
し
ま
し
た
。
１
回
生
の
時
は
四
条

壬
生
坊
城
、
そ
の
後
一
条
寺
下
が
り
松
、
次
は
修
学
院
離
宮
の
南

（
比
叡
山
登
り
口
の
狸
谷
近
く
）
、
社
会
人
１
年
目
は
阪
急
西
京

極
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
５
分
（
私
が
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
高
校
生

の
父
親
が
経
営
す
る
西
陣
織
卸
会
社
の
従
業
員
の
お
宅
に
間
借

り
）、
そ
の
後
は
向
日
市
鶏
冠
井
町
の
ア
パ
ー
ト
、
そ
し
て
33
歳

の
時
、
伏
見
区
深
草
万
帖
敷
の
中
古
住
宅
、
そ
し
て
現
在
の
古
御

香
町
の
家
に
至
り
ま
す
。
18
歳
か
ら
33
歳
ま
で
は
一
人
暮
ら
し 
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で
自
炊
し
た
り
外
食
し
た
り
の
自
由
な
生
活
で
し
た
。 

英
語
教
師
時
代
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
辛
い
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
は
思
い
返
せ
ば
い
く
ら
で
も
思
い
出
が
蘇
っ
て
き

ま
す
。
途
中
で
教
師
を
辞
め
よ
う
と
思
い
詰
め
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
今
思
え
ば
定
年
ま
で
頑
張
り
続
け
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
教
師
時
代
の
こ
と
は
以
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
未
だ

書
き
尽
く
し
て
な
い
こ
と
も
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
の
で
ま
た
い
つ
か

記
憶
を
辿
り
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
き
留

め
て
お
き
た
い
で
す
。
と
い
う
訳
で
教
師
と
し
て
の
経
験
は
い
つ

か
ま
た
別
の
紙
面
で
書
き
留
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

65
歳
で
一
旦
、
教
職
を
退
き
、
そ
の
後
「IRORI

」
と
い
う
立

ち
上
げ
た
ば
か
り
の
ホ
テ
ル
で
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
と
清
掃
の
仕

事
、
そ
の
後
、
個
人
塾
（
長
岡
京
市
、
向
日
市
、
山
科
東
野
、
東

宇
治
）
で
小
中
高
の
生
徒
対
象
に
国
語
や
日
本
史
、
英
語
の
個
人

指
導
、
そ
の
後
桃
山
南
口
に
あ
る
介
護
施
設
で
送
迎
ド
ラ
イ
バ

ー
、
続
い
て
乙
訓
、
東
宇
治
、
京
都
ス
バ
ル
、
京
産
大
附
属
で
講

師
を
勤
め
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
週
末
や
長
期
休
暇
に
は
よ
く
南
禅
寺
か
ら
大
文
字
山

ま
で
、
瓜
生
山
か
ら
曼
殊
院
ま
で
、
ま
た
宇
治
の
大
吉
山
、
西
山

の
ポ
ン
ポ
ン
山
、
愛
宕
山
～
水
尾
～
保
津
峡
、
堂
山
、
マ
キ
ノ
高

原
～
赤
坂
山
、
伊
吹
山
な
ど
主
に
低
山
を
歩
く
の
が
習
慣
に
な
っ 

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
山
歩
き
は
テ
ニ
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
以
上

に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
私
が
や
り
た
い
こ
と
。
一
番
は
白
山
、
燕
岳
、
穂
高
、

立
山
な
ど
の
高
い
山
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
。
テ
ニ
ス
と
卓
球
の

技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
油
絵
描
き
の
技
の
向
上
。
私
の
部
屋
に

あ
る
書
物
を
乱
読
す
る
こ
と
。
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
力
を
磨
く
こ

と
。
昔
見
た
映
画
を
も
う
一
度
見
る
こ
と
。JAZZ

の
コ
ー
ド
廻

し
を
覚
え
る
こ
と
。
や
り
た
い
こ
と
を
一
つ
で
も
多
く
や
る
為

に
、
今
、
し
て
い
る
こ
と
は
心
身
共
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
で

す
。
続
き
は
次
号
で
。
乱
筆
、
乱
文
を
お
許
し
下
さ
い
。 

追
伸 毎

月
、
私
の
拙
い
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
藤
城

学
区
の
実
年
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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「雨
の
日
も
元
気
！ 

高
齢
者
が
梅
雨
時
期
に 

知
っ
て
お
き
た
い
健
康
対
策
5
選
」 

   

藤
城
学
区
実
年
会
の
皆
さ
ま
、
元
気
で
す
か
～
！
！ 

万
帖
敷
公
園
の
前
で
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
で
院
長
を
し
て
お
り
ま
す

清
水
友
浩(

と
も
ひ
ろ)

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

目
印
は
私
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
幟(

の
ぼ
り)
で
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る

の
で
ぜ
ひ
お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

２
か
月

に
１
回
変
え
て
ま
す
の
飽
き
ま
せ
ん(

笑) 

さ
あ
６
月
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

光
陰
矢
の
如
し
。
子
育
て
に
仕
事
に

出
張
に
朝
活
に
お
か
げ
さ
ま
で
超
忙
し
い
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
朝
起
き
る
の
が
速
く
な
り
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
懸

垂
筋
ト
レ
は
当
然
継
続
中
で
す
。
ど
ん
ど
ん
運
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。 

 

さ
て
梅
雨
時
の
高
齢
者
の
健
康
ガ
イ
ド: 

快
適
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め

の
５
つ
の
ヒ
ン
ト 

６
月
の
梅
雨
時
期
に
特
に
注
意
し
た
い
、
高
齢
者
に
多
い
健
康
の
悩
み
と

解
決
方
法
、
そ
し
て
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
病
気
リ
ス
ク
に
つ
い
て
お
話 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

 
 
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 

し
し
ま
す
。 

関
節
痛 

梅
雨
時
期
は
湿
度
が
高
く
、
関
節
痛
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

適
度
な
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
関
節
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
温
か
い
お
風
呂
に
浸
か
る
こ
と
で
血
行
が
良
く
な
り
、
関
節
痛
の

緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

不
眠 

湿
度
が
高
い
と
寝
苦
し
く
感
じ
、
不
眠
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

寝
室
の
湿
度
を
下
げ
る
た
め
に
、
除
湿
器
の
使
用
や
適
度
な
換
気
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

高
血
圧 

梅
雨
時
期
に
は
気
圧
の
変
化
が
激
し
く
、
高
血
圧
が
悪
化
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
塩
分
の
摂
取
を
控
え
、
適
度
な
運
動
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
血
圧
を
測
定
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
早
め
に

医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

転
倒
事
故 

湿
っ
た
床
は
滑
り
や
す
く
な
り
、
転
倒
事
故
の
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま

す
。
玄
関
や
廊
下
な
ど
滑
り
や
す
い
場
所
に
は
滑
り
止
め
の
マ
ッ
ト
を
敷

く
、
手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
靴

下
は
滑
り
に
く
い
素
材
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

気
分
の
落
ち
込
み 

長
い
雨
の
日
が
続
く
と
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
明
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い -10 -



 

  

照
明
を
使
っ
た
り
、
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
で
心
地
よ
い
雰

囲
気
を
作
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
好
き
な
趣
味
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
有
効
で
す
。 

 

次
に
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
病
気
リ
ス
ク
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

マ
ス
ク
は
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
重
要
で
す
が
、
長
時
間
の

着
用
は
呼
吸
に
影
響
を
与
え
、
頭
痛
や
め
ま
い
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
方
は
、
適
度
な
マ
ス
ク
の
休
憩
を
取
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
自
宅
な
ど
安
全
な
場
所
で
は
、
マ
ス
ク
を
外
し

深
呼
吸
を
し
て
酸
素
を
た
っ
ぷ
り
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
と
お
手
本
の
よ

う
な
文
で
面
白
み
が
な
い
の
で
、
ハ
ッ
キ
リ
言
い
ま
す
が
マ
ス
ク
を
外
し

て
く
だ
さ
い
。
他
人
の
意
見
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
情
報
は
情
報
で
あ
っ
て

正
し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
あ
な
た
の
体
に

は
常
に
健
康
を
維
持
し
て
く
れ
て
い
る
治
癒
力
が
あ
り
ま
す
。
マ
ス
ク
を

し
て
い
る
人
は
産
ん
で
く
れ
た
ご
両
親
に
失
礼
に
あ
た
る
と
僕
個
人
は
思

い
ま
す
。
今
な
お
こ
の
世
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
強
靭

な
肉
体
と
豊
か
な
人
間
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
マ
ス
ク
は
病
気
を
予
防
し

ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
下
さ
い
♡ 

人
の
目
線
を
気

に
し
て
最
後
死
ぬ
と
き
に
後
悔
し
な
い
よ
う
に
全
力
で
楽
し
ん
で
生
き
ま

し
ょ
う
！ 

そ
し
て
楽
し
む
た
め
に
は
誰
と
ど
こ
で
、
ど
う
や
っ
て
過
ご
す
か
が
大

事
で
す
。
幸
福
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
ガ
ン
ガ
ン
出
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
握
手
や
ハ
グ
も
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
出
す
の
に
最
適
な
の
で
必
ず

友
達
に
会
っ
た
ら
握
手
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
♪ 

世
界
は
幸
せ
に
満
ち 

て
い
る
！ 

 

以
上
、
５
つ
の
健
康
の
悩
み
と
解
決
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
。
梅
雨
時
期
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
て
、
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

健
康
に
関
す
る
ご
質
問
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
大
亀
谷

し
み
ず
接
骨
院
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
健
康
を
心
よ

り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
で
は
、
背
骨
の
ケ
ア
で
姿
勢
改
善
、
日
常
の
ケ

ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。「
あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「
足
首
や
手
首
を
捻
挫
し

ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
な
ど
の
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み

ず
接
骨
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪ 

柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ

で
す
。「
こ
れ
く
ら
い
で
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人

も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
♪ 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「
す
な
お
」

で
朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 

絡 

先 
a
d

io
life

c
h

iro
p

ra
c
tic

@
g

m
a
il.c

o
m

 
 

電
話
番
号 

０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 

追
伸
：
毎
週
水
曜
日
、
万
帖
敷
町
公
園
で
８:

30
～
健
康
体
操
に
参
加

し
て
ま
す
♪ 
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「
ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
ク
」
を
置
き
、
麻
痺
の
あ
る
患
者
様
の
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
京
都
に
は
ま
だ
５
台
し
か
入
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。
と
い
う
の
も
、
当
院
は
藤
田
医
科
大
学
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
専
門
医
や
療
法
士
か
ら
の
教
育
支
援
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。 

入
院
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
利
点
は
、
訓
練
を
一
日
最
大
３
時

間
受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
朝
起
き
た
時
か
ら
夜
床
に
就
く
ま
で
の

間
、
起
き
上
が
り
か
ら
着
替
え
、
食
事
や
歯
磨
き
や
整
容
、
排
せ
つ
、

入
浴
な
ど
の
日
常
的
生
活
そ
の
も
の
を
リ
ハ
ビ
リ
と
と
ら
え
た
支
援

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。 

夜
間
の
排
泄
時
の
介
助
な
ど
も
含
め
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
時
間
は
看

護
師
や
看
護
補
助
者
が
、
患
者
様
が
リ
ハ
ビ
リ
で
習
っ
て
き
た
事
を

生
活
の
動
作
に
落
と
し
込
め
る
よ
う
に
何
度
も
一
緒
に
練
習
を
重
ね

て
い
け
る
・・・そ
こ
が
大
き
な
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
回
リ
ハ
で
は
、
急
性
期
と
違
い
入
院
期
間
が
長
く
な
り
ま

す
。
病
棟
で
は
折
り
紙
に
よ
る
作
品
作
り
や
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
み
、
そ
ん
な
中
で
患
者
様
同
士
の

会
話
が
弾
み
、
励
ま
し
あ
う
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
我
々
職

員
に
と
っ
て
も
と
て
も
う
れ
し
い
時
間
で
す
。 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
敷
地
内
に
は
、
石
畳
・
砂
利
道
・
草
の
生
え
た
道
・
坂
道

・
階
段
の
あ
る
「
リ
ハ
ビ
リ
庭
園
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
庭
園
に
プ

ラ
ン
タ
ー
を
置
き
野
菜
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
今
、
双
葉
が
出
て
本

葉
が
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。
夏
野
菜
の
オ
ク
ラ
や
、
青
紫
蘇
の
収
穫

が
楽
し
み
で
す
。
敷
地
内
の
土
に
は
花
の
種
を
蒔
き
、
き
っ
と
夏
に
は 

『京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
』 

  

藤
城
学
区
実
年
会
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。 

京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
看
護
部
長
の
髙
木
と
申
し
ま
す
。

先
月
は
、
当
メ
デ
ィ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
回
リ
ハ
）
の
ご
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
は
、
急
性
期
の
治
療
を
終
え
ら

れ
、
自
宅
で
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
目
指
し
心
身
機
能
回
復
・A

D
L

（
日
常
生
活
動
作
）
の
向
上
を
目
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
頂
い
て
い

ま
す
（
資
料
参
照
） 

 

病
棟
は
２
病
棟
、
全
部
で

床
の
病
院
で
す
。
同
じ
フ
ロ
ア
に
リ

ハ
ビ
リ
の
部
屋
が
４
つ
あ
り
、
廊
下
等
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。 

リ
ハ
ビ
リ
は
、
疾
患
に
よ
っ
て
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
聴
覚

療
法
を
組
み
合
わ
せ
お
一
人
お
一
人
に
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
計
画
し
進
め
て
い
き
ま
す
。 

リ
ハ
ビ
リ
の
場
面
で
は
、
愛
知
県
の
【ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）】と
愛
知

県
の
藤
田
医
科
大
学
が
共
同
開
発
し
た
歩
行
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
の 

京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院 

看
護
部 

  
 

 
 
 

 
 

看
護
部
長 

髙
木 

三
佳
子 
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幾
種
か
の
花
が
咲
け
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

自
然
が
育
っ
て
い
く
姿
を
外
歩
き
の
リ
ハ
ビ
リ
時
に
感
じ
て
頂
く

事
が
出
来
た
ら
、
日
常
へ
と
心
が
向
い
て
い
く
事
に
繋
が
れ
ば
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
日
常
が
治
療
過
程
へ
の
原
動
力
と
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
回
リ
ハ
に
は
多
職
種
が
集
ま
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
患
者
様

の
現
状
や
課
題
な
ど
を
話
し
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
退
院
後
に
使

え
る
介
護
保
険
申
請
の
お
手
伝
い
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
医

師
、
療
法
士
、
看
護
師
、
看
護
補
助
者
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
社
会

福
祉
士
、
事
務
員
な
ど
多
職
種
で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
頂
け
る
よ
う
全
力
で
支
援
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 連

絡
先 

０
７
５-

６
４
６-

５
４
０
０ 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー

川
柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ

社
編
集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
改
札
を 

通
れ
ず
よ
く
見
り
ゃ 

診
察
券 

津
田
博
子
（
女
性
・
千
葉
県
・
46

歳
・主
婦

） 

・
女
子
会
と 

言
っ
て
出
掛
け
る 

デ
イ
ケ
ア
ー 

中
原
政
人
（
男
性
・
千
葉
県
・
74

歳
・無
職
）

 

・
起
き
た
け
ど 

寝
る
ま
で
と
く
に 

用
も
な
し 

吉
村
明
宏
（
男
性
・
埼
玉
県
・
73

歳
・無
職
）

 

・
躓
い
て 

何
も
な
い
道 

振
り
返
り 

山
田
徹
（
男
性
・
群
馬
県
・
44

歳
・会
社
員
）

 

・
目
覚
ま
し
の 

ベ
ル
は
ま
だ
か
と 

起
き
て
待
つ 

山
田
宏
昌
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
71

歳
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
） 

・
延
命
は 

不
要
と
書
い
て 

医
者
通
い 

賣
市
高
光
（
男
性
・
宮
城
県
・
70

歳
・
無
職
） 

・
年
金
の 

扶
養
に
入
れ
た
い 

犬
と
猫 

藤
木
久
光
（
男
性
・
福
岡
県
・
68

歳
・
無
職
） 

・
湯
加
減
を 

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
聞
く
な 

わ
し
ゃ
無
事
だ 

（
男
性
・
岐
阜
県
） 

・
万
歩
計 

半
分
以
上 

探
し
も
の 

工
藤
光
司
（
男
性
・
大
阪
府
・
68

歳
・
無
職
） 

・
カ
ー
ド
増
え 

暗
証
番
号 

裏
に
書
き 

石
田
る
み
子
（
女
性
・
兵
庫
県
・
59

歳･

地
方
公
務
員
）
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  夜
間
頻
尿
で
悩
ん
で
い
る
方
へ 

そ
の
① 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

私
は
ご
年
配
の
方
と
の
お
付
き
合
い
が
多
く
、
「
夜
に
何
度
も
ト
イ

レ
に
行
く
の
で
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
な
い
…
」
そ
ん
な
お
悩
み
を
聞
く

事
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な
お
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
に
、
夜
の

ト
イ
レ
の
回
数
が
少
し
で
も
少
な
く
な
る
ヒ
ン
ト
を
書
き
連
ね
て
い

き
ま
す
。
そ
の
前
に
何
故
夜
中
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
事
か
ら
ご

説
明
し
ま
す
。 

理
由
は
色
々
あ
る
の
で
す
が
、
加
齢
で
筋
肉
が
衰
え
た
り
、
心
臓
の

ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
す
る
と
、
水
分
が
下
半
身
に
溜
ま
っ
て
浮
腫
み
ま

す
。
夜
、
布
団
に
横
に
な
る
と
溜
ま
っ
て
い
た
水
分
が
重
力
の
影
響
を

受
け
な
く
な
る
た
め
血
管
に
戻
り
ま
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ
に
溜
ま
っ
て
い

た
余
分
な
水
分
が
一
気
に
戻
っ
た
事
を
知
っ
た
体
は
血
液
中
の
余
分

な
水
分
を
排
出
し
よ
う
と
し
て
尿
を
た
く
さ
ん
作
る
た
め
、
夜
間
頻
尿

に
な
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
足
に
む
く
み
が
有
る
か
無
い
か
の
チ

ェ
ッ
ク
は
、【
夕
方
に
】
弁
慶
の
泣
き
ど
こ
ろ
の
骨
の
上
の
方
を
押
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
１
ミ
リ
で
も
凹
む
よ
う
な
ら
余
分
な
水
分
が
た
ま
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
の
夜
間
頻
尿
の
対
策
と

し
て
、
①
夕
方
に
30
分
ほ
ど
横
に
な
り
、
足
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
置

い
て
心
臓
よ
り
も
上
げ
て
お
く
。
腰
が
痛
く
な
け
れ
ば
足
は
高
く
上
げ 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 

た
方
が
良
い
で
す
。
腰
が
痛
け
れ
ば
足
を
上
げ
る
高
さ
を
低
く
し
て
下

さ
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
30
分間

と
い
う
時
間
で
す
。
夕
方
30
分間
寝

た

ま
ま
足
を
上
げ
て
お
く
と
足
の
余
分
な
水
分
が
血
管
に
戻
り
、
寝
る
ま

で
に
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。
結
果
と
し
て
夜
の
尿
量
が
減
り
、
深

夜
の
ト
イ
レ
の
回
数
が
減
り
ま
す
。 

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
こ
の
足
上
げ
は
夕
方
に
行
う
、
と
い
う
事

で
す
。
朝
や
昼
で
は
ま
だ
足
に
余
分
な
水
分
が
溜
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

し
、
寝
る
直
前
で
し
た
ら
夜
に
出
る
お
し
っ
こ
の
量
が
か
え
っ
て
増
え

る
か
ら
で
す
。
夜
間
頻
尿
対
策
で
足
上
げ
を
す
る
の
は
夕
方
ま
で
に
し

て
く
だ
さ
い
。
次
に
オ
ス
ス
メ
す
る
の
が
、
②
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

の
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
朝
か
ら
夕
方
ま
で
履
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履
く
事
で
ふ
く
ら
は
ぎ
に
余
分
な
水
分
溜
ま

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
朝
起
き
た
ら
す
ぐ
に
は
く
こ
と
で

す
。
夜
間
頻
尿
の
改
善
に
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
は
く
の
が
理
想
で
す

が
、
き
つ
く
て
辛
い
人
は
朝
だ
け
履
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
昼
過
ぎ

ま
で
履
く
、
慣
れ
た
ら
夕
方
ま
で
履
く
と
い
っ
た
感
じ
で
徐
々
に
時
間

を
伸
ば
す
と
良
い
で
す
。
私
が
オ
ス
ス
メ
し
て
い
る
リ
ラ
イ
ト
ソ
ッ
ク

ス
は
、
光
電
子
繊
維
に
よ
る
保
温
効
果
、
医
療
機
器
認
定
の
圧
着
技
術
、

体
の
歪
み
を
ケ
ア
す
る
整
体
効
果
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
リ
ン
パ
の
循

環
促
進
が
期
待
で
き
ま
す
。
文
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ

で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
販
売
サ
イ
ト
に
繋
が
り
ま
す
。
弾
性
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
を
履
く
事
で
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
む
く
み
を
防
ぐ
事
が
で
き
れ

ば
、
結
果
的
に
夜
に
作
ら
れ
る
尿
量
が
減
り
、
夜
間
ト
イ
レ
に
行
く
回

数
が
減
り
ま
す
。
次
に
オ
ス
ス
メ
す
る
の
が
③
夕
方
の
30
分
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
で
き
る
範
囲
で
大
股
で
歩
く
と
良
い
で
す
。
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
履
い
て
行
う
と
、
下
半
身
に
溜
ま
っ
た
水
分
を
血
管
に
戻
し
て
睡 
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訪問リハビリマッサージ 

寝たきり・歩行困難で自宅で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方へ 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です。 

きただ治療院 

京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 075-672-5576 

三宅治療院 

京都市伏見区深草大亀谷万帖敷町 123-36 

ＴＥＬ 090-9887-0038 

眠
前
に
排
尿
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
朝
起
き
て

す
ぐ
に
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
き
、
夕
方
30
分
散
歩
を
し
て
か
ら
、

帰
宅
後
に
足
上
げ
を
30
分横

に
な
っ
て
や
れ
ば
夜
間
頻
尿
対
策
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
上
が
夕
方
以
降
の
足
の
む
く
み
が
原
因
の
夜

間
頻
尿
の
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。 

た
だ
夜
間
頻
尿
に
は
上
記
以
外
の
原
因
で
起
こ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
神
経
系
の
病
気
に
よ
っ
て
、

突
然
夜
間
頻
尿
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
男
性
は
誰

で
も
40
～
50
代前
後

か
ら
徐
々
に
前
立
腺
が
肥
大
し
て
い
く
事
が
あ

り
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
っ
て
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は

自
然
な
加
齢
現
象
で
、
尿
の
出
が
悪
い
、
頻
繁
に
ト
イ
レ
に
行
く
、
尿

が
漏
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
症
状
が
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
が
肥
大
し
て

く
る
と
ト
イ
レ
に
行
っ
て
も
尿
を
全
部
出
し
切
る
事
が
で
き
な
く
な

る
た
め
残
尿
が
生
じ
ま
す
。
残
尿
が
あ
る
た
め
膀
胱
に
新
た
に
貯
ま
る

尿
の
量
が
少
な
く
な
る
の
で
頻
尿
と
な
り
、
夜
間
頻
尿
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
症
状
が
あ
る
方
は
泌
尿
器
科
を
受
診
し
お
薬
を
処
方

し
て
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
で
す
。
放
置
し
て
い
る
と
手
術
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
よ
っ
て

夜
間
頻
尿
が
起
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
夜
中
の
ト
イ
レ
の
回
数
が

多
い
と
、
眠
い
の
で
転
倒
し
て
し
ま
い
骨
折
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
眠

り
が
浅
い
た
め
に
夜
間
頻
尿
を
起
こ
し
、
度
々
目
を
覚
ま
す
か
ら
眠
り

が
浅
い
状
態
が
続
く
と
い
う
悪
循
環
に
も
な
り
ま
す
。
早
め
の
泌
尿
器

科
受
診
が
大
切
で
す
が
、
睡
眠
に
問
題
が
あ
る
夜
間
頻
尿
は
精
神
科
や

心
療
内
科
が
専
門
で
す
。
眠
っ
て
か
ら
３
時
間
以
内
に
ト
イ
レ
に
行

く
、
と
か
ト
イ
レ
に
行
っ
た
あ
と
１
時
間
以
上
眠
れ
な
い
な
ど
と
い
っ

た
場
合
、
睡
眠
に
問
題
が
あ
る
頻
尿
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま 

す
。 最

後
に
青
汁
と
枕
の
ご

紹
介
を
し
ま
す
。
私
が
オ

ス

ス

メ

す

る

OYAS
UMI 

AOJIRU

と

Ｔ

Ｈ

Ｅ 

MAKURA

で
す
。
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

MAKURA

は
よ
く
見
聞
き
す

る
寝
や
す
い
マ
ク
ラ
で
は

な
く
体
を
整
え
る
マ
ク
ラ

で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
読
み
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
頻

尿
が
改
善
さ
れ
た
方
の
体

験
談
の

YouTube

に
も
繋

が
り
ま
す
。 
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『口
臭
の
6
割
は
舌
に
つ
い
た
汚
れ
』 

 

  

 

口
臭
の
6
割
は
舌
に
こ
び
り
付
い
た
舌
苔(

ぜ
っ
た
い) 

口
臭
に
は
生
理
的
口
臭
と
病
的
口
臭
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
ほ
と

ん
ど
が
舌
苔
で
す
。
口
臭
の
原
因
は
、

％
が
口
の
中
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
の
中
に
い
る
嫌
気
性
菌
と
い
う
種
類
の
細
菌
が
、
タ
ン
パ

ク
質
や
ア
ミ
ノ
酸
を
分
解
し
て
揮
発
性
硫
黄
化
合
物(V

S
C

)

と
い
う
物
質
を

作
り
ま
す
。
こ
れ
が
口
臭
の
主
な
原
因
物
質
で
す
。
口
臭
はV

S
C

が
増
え
る

原
因
に
よ
り
、
生
理
的
口
臭
あ
る
い
は
病
的
口
臭
に
分
け
ら
れ
ま
す
。V

S
C

は
舌
の
上
で
最
も
多
く
作
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
舌
に
白
い
苔
状
の
も
の
が
付
着

す
る
た
め
で
す
。
こ
れ
を
舌
苔
と
い
い
ま
す
。 

舌
苔
の
つ
き
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
さ
ら
に
同
じ
人
で
も
時
間
帯
や
体

調
に
よ
っ
て
付
き
方
が
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
差
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
寝
た
き
り
で
食
物
の
経
口
摂
取
が
困
難

な
患
者
さ
ん
や
健
康
な
人
で
も
起
床
時
や
絶
食
時
な
ど
に
そ
の
量
が
多
く
な

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
、
咀
嚼
・嚥
下
活
動
や
そ
れ
に
伴
う
舌
の
運
動

や
唾
液
の
分
泌
量
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

 

本
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 

理
事
長
・
院
長 

本
田 

顕
哲 

舌
苔
は
細
菌
の
塊 

舌
苔
と
は
、
舌
の
表
面
に
あ
る
凹
凸
に
口
内
の
細
菌
が
堆
積
し
て
苔
状
に

な
っ
た
も
の
で
す
。 

口
腔
内
の
皮
膚
が
剥
が
れ
て
で
き
た
垢
、
食
べ
も
の
の
カ
ス
、
唾
液
の
成
分
、

細
菌
・微
生
物
な
ど
が
溜
ま
っ
て
形
成
さ
れ
ま
す
。
食
べ
た
も
の
の
色
に
よ
っ

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。
体
調
が
良
く
な
い
と
き
な
ど
に

も
、
舌
の
表
面
に
白
っ
ぽ
い
も
の
が
付
着
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
垢
と
同

じ
よ
う
な
細
菌
の
固
ま
り
で
口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
舌
を
き
れ
い
に
す

る
と
口
臭
も
軽
減
し
ま
す
。 

ま
た
ス
ト
レ
ス
な
ど
心
身
系
の
原
因
の
ほ
か
、

疫
力
が
低
下
し
た
り
消
化
器
系
の
疾
患
や
舌
の
表
面
に
多
数
の
溝
が
み
ら
れ

る
溝
状
舌
の
場
合
も
舌
苔
が
た
ま
り
や
す
く
口
臭
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 舌

苔
が
で
き
る
主
な
原
因 

舌
苔
は
誰
に
で
も
付
着
す
る
要
因
は
あ
り
ま
す
が
一
定
の
条
件
に
よ
っ
て

付
き
や
す
い
人
が
い
ま
す
。
そ
こ
で
舌
苔
が
付
き
や
す
い
理
由
を
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。 

一
つ
目
は
舌
の
組
織
の
凹
凸
が
大
き
い
事
で
す
。
食
べ
か
す
や
上
皮
が
剥

が
れ
た
か
す
が
舌
の
組
織
の
凸
凹
に
残
っ
た
も
の
が
舌
苔
と
い
わ
れ
ま
す
。
本

来
は
唾
液
の
自
浄
作
用
が
働
く
の
で
す
が
、
舌
表
面
が
角
質
化
し
て
い
る
と

凸
凹
が
深
く
な
り
食
べ
か
す
な
ど
が
溜
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

二
つ
目
は
細
菌
の
増
殖
で
す
。
食
べ
か
す
や
上
皮
の
か
す
の
た
ん
ぱ
く
質
は

細
菌
の
エ
サ
に
な
り
ま
す
。
細
菌
が
増
え
る
と
舌
苔
も
増
殖
し
、
舌
の
表
面
組 
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織
に
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

三
つ
目
は
舌
の
筋
力
が
弱
い
事
で
す
。
舌
の
筋
力
が
弱
い
と
舌
が
上
顎
に

引
き
上
げ
き
れ
ず
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
受
け
口
や
口
呼
吸
の
人
は
、
舌
が

上
顎
と
擦
れ
た
り
唾
液
で
洗
い
流
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
た
め
、
舌
苔
が
付

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
呼
吸
で
口
腔
内
が
乾
燥
す
る
の
も
、
細
菌
が

繁
殖
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。 

四
つ
目
は
抗
生
物
質
の
影
響
で
す
。
抗
生
物
質
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
長
期

間
服
用
し
て
い
る
人
は
口
腔
内
常
在
菌
の
種
類
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
際
、
黒
毛
舌
と
い
う
黒
い
舌
苔
が
沈
着
す
る
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

磨
き
の
効
果
と
注
意 

生
理
的
口
臭
の
予
防
の
た
め
に
は
歯
磨
き
に
加
え
て
舌
清
掃
を
行
っ
て
舌

苔
を
除
去
し
、
舌
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。
舌
清
掃
は
１

日
１
回
が
目
安
で
、
朝
が
お
す
す
め
で
す
。
１
日
に
何
度
も
舌
を
こ
す
る
と
舌

の
粘
膜
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
舌
の
汚
れ
が
気
に
な
る
と
き

に
行
っ
て
下
さ
い
。
朝
は
舌
苔
の
付
着
量
が
多
い
の
で
、
舌
清
掃
は
朝
の
歯
磨

き
時
に
行
う
の
が
お
す
す
め
で
す
。 

舌
清
掃
に
使
う
ブ
ラ
シ
は
、
専
用
の
舌
ブ
ラ
シ
や
軟
ら
か
い
ハ
ブ
ラ
シ
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
舌
専
用
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ェ
ル
を
合
わ
せ
て
使
う
と
よ
り
良

い
で
す
。
ブ
ラ
シ
は
舌
の
「奥
か
ら
手
前
」に
動
か
し
ま
す
。
舌
は
と
て
も
デ
リ

ケ
ー
ト
な
組
織
で
す
。
舌
の
粘
膜
や
味
を
感
じ
る
味
蕾
（み
ら
い
）を
傷
つ
け

な
い
よ
う
、
軽
い
力
で
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

磨
い
て
も
白
い
の
が
残
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
？ 

も
し
も
舌
苔
が
白
く
薄
く
つ
い
て
い
る
場
合
は
健
康
な
状
態
の
舌
苔
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
口
臭
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ

れ
て
い
る
為
、
舌
苔
を
取
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
こ
の
よ
う
な
状
態
か

ら
無
理
に
舌
苔
を
取
り
除
い
て
し
ま
う
と
、
舌
が
傷
つ
き
、
剥
が
れ
た
細
胞
が

さ
ら
に
舌
の
表
面
に
蓄
積
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
舌
苔
が
増
え
る
原
因
に
な

り
、
逆
に
口
臭
が
酷
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 [

ま
と
め] 

長
い
期
間
を
か
け
て
た
ま
っ
た
舌
苔
は
、
１
回
の
掃
除
で
は
キ
レ
イ
に
な
り

ま
せ
ん
。
毎
日
掃
除
を
す
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
落
ち
や
す
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
舌
磨
き
を
す
る
前
に
は
必
ず
、
舌
の
状
態
を
ま
ず
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
も
し
分
厚
く
た
っ
ぷ
り
と
つ
い
て
い
る
な
ら
ば
、
口
臭
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
舌
ブ
ラ
シ
ま
た
は
軟
ら
か
い
歯
ブ
ラ
シ
で
そ
っ

と
な
で
る
よ
う
に
舌
苔
を
取
り
除
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
口
臭
で
悩
む
人
は
、
と

に
か
く
す
っ
き
り
し
た
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
も
そ
も
健
康
な
舌
は

ど
ん
な
状
態
な
の
か
分
か
ら
ず
に
、
傷
を
付
け
る
ほ
ど
舌
磨
き
を
し
た
り
し

ま
す
。
舌
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
も
無
理
は
禁
物
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
取
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
口
臭
ケ
ア
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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「京
都
老
人
ホ
ー
ム 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
就
任
の
ご
挨
拶
」 

      

藤
城
学
区
の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
こ
の
４
月
に
京
都
老
人
ホ

ー
ム
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
荒
竹
孝
一

と
申
し
ま
す
。
４
月
号
、
５
月
号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

杉
山
・大
西
と
と
も
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
施
設
運
営
に
尽
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
通
り
、
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
類
型
に
な
り
ま
す
。
こ
の
変
更
に
伴
い
、
入
院
勧
告
や
指
示
、
感

染
者
や
濃
厚
接
触
者
の
外
出
自
粛
要
請
と
い
っ
た
行
動
制
限
が
で
き

な
く
な
り
、
入
院
の
受
け
入
れ
や
診
療
も
幅
広
い
医
療
機
関
で
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
療
費
に
つ
い
て
も
一
部
自
己
負
担
と
な

っ
て
い
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
見
直
し
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

ク
の
着
用
に
つ
い
て
も
屋
内
外
を
問
わ
ず
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
の
病
原
性
や
感
染
性
は
変

わ
ら
な
い
中
で
、
高
齢
者
施
設
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
所
で
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
で
も
こ
の
間
、
何
度
か
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
感
染
の
拡
大
防
止
と
早
期
の

終
息
を
図
る
た
め
に
、
ご
利
用
者
に
は
自
室
で
の
生
活
を
お
願
い
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
定
の
期
間
と
は
い
え
、
行
動
範
囲
や
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
で
、
活
動
量
も
他
者
と
の
交
流
の
機
会
も
少
な
く
な
り
、
も
と
も

と
体
力
や
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
心
身
機
能
が
さ

ら
に
低
下
す
る
と
い
う
状
況
も
見
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
は
一
週

間
安
静
に
す
る
だ
け
で
、
身
体
機
能
が
10
～
15
パ
ー
セ
ン
ト
低
下

す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

※
廃
用
症
候
群 

 

長
期
間
の
安
静
状
態
や
運
動
量
の
減
少
に
よ
っ
て
、
身
体
機
能
が

衰
え
、
心
身
の
酔
う
よ
う
な
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
、
生
活
不
活

発
病
と
も
呼
ば
れ
る
。 

  

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

養
護
老
人
ホ
ー
ム  

 
 

施
設
長 

荒
竹 

孝
一 
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私
た
ち
の
仕
事
は
ご
利
用
者
が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
て
い
ま
す
。
５
類
移
行
後
も
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
な
く
感
染
対
策
を
徹
底
・
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
社
会
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
面
会
な
ど
施

設
に
来
ら
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
法
人
創

立

周
年
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
去
る
５
月
14
日
に

マ
ル
シ
ェ
を
京
都
老
人
ホ
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨

ま
じ
り
の
お
天
気
で
し
た
が
、
地
域
の
方
に
も
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ

き
、
盛
況
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（来
場
者
数
２
２
４
名
）。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

周
年
と
い
う
節
目
の
事
業
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
一
過
性
の
も

の
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
に
対
し
て
施
設
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
発
信
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
い
く
新
た
な
第

一
歩
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

創立65周年記念事業「京老マルシェ」 
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事
も
急
速
に
す
れ
ば
結
果
が
よ
く
、
躊
躇
す
る
と
調
わ
な
い
。
普
請

造
作
、
移
転
、
旅
行
、
婚
姻
、
開
店
は
吉
。
吉
方
位
は
南
、
東
北
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
今
月
は
積
み
重
ね
て
き
た
事
が
形
を
成
し
た
り
、
隠
れ
て
い
た
事
が

表
に
現
れ
て
き
ま
す
。
転
業
、
転
宅
な
ど
し
た
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
る

が
、
従
来
通
り
に
し
て
い
る
方
が
よ
い
。
共
同
事
業
は
確
実
な
見
込

み
が
あ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
。
未
婚
の
男
女
は
結
婚
を
決
断
す
る
こ
と

に
良
い
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
生
み
の
苦
し
み
を
味
わ
う
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
急
進
し
た
り
準
備
を

怠
れ
ば
、
苦
労
が
悲
し
み
が
増
す
ば
か
り
で
す
。
運
勢
が
思
う
よ
う
に

運
ば
な
い
と
き
だ
か
ら
、
何
事
も
控
え
目
が
よ
い
。
星
が
中
宮
に
入

る
月
は
静
観
し
て
い
る
の
が
一
番
よ
い
。
腰
、
背
中
の
怪
我
や
病
気
、

冷
え
に
注
意
。
吉
方
位
は
西
南
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
些
細
な
事
に
も
腹
を
た
て
や
す
く
、
人
と
争
う
傾
向
が
あ
る
か
ら
け
が

に
注
意
。
な
る
べ
く
気
を
平
静
に
持
っ
て
目
上
の
人
の
意
見
に
従
え
ば

間
違
い
が
少
な
い
。
上
下
の
和
合
を
計
り
、
目
上
や
経
験
者
の
助
言
に

従
い
、
老
若
協
力
し
て
事
に
当
た
る
事
。
普
請
、
移
転
、 

開
店
は
吉
。

吉
方
位
は
南
、
東
、
東
北
、
西
。 

 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

六
月
（
四
緑
木
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
月
六
日
（
芒
種
） 

か
ら
七
月
六
日
ま
で 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
今
月
は
じ
っ
く
り
地
盤
固
め
を
す
る
べ
き
で
す
。
で
す
か
ら
、
雑

用
、
世
話
事
な
ど
も
、
後
回
し
に
せ
ず
に
片
付
け
て
お
く
と
良
い
で
し

ょ
う
。
善
悪
と
も
に
世
間
の
評
判
ほ
ど
で
は
な
い
か
ら
、
新
規
事
業
開

始
は
見
合
わ
す
方
が
よ
い
。
月
の
後
半
に
い
く
ほ
ど
よ
い
運
気
に
な

り
ま
す
。
吉
方
位
は
西
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
障
害
物
が
徐
々
に
取
り
除
か
れ
、
明
る
い
運
気
の
今
月
は
、
活
動

範
囲
が
広
が
り
ま
す
。
長
男
に
関
わ
る
喜
び
事
が
起
こ
り
ま
す
。
何 

令和 5 年 6 月四緑木星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 

〒604-8006 京都市中京区河原町通御池

下丸屋町 403 ＦＩＳビル 2

Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
先
月
と
は
違
っ
て
今
月
は
、
公
的
な
こ
と
よ
り
私
的
な
こ
と
、
異

性
や
金
銭
に
関
す
る
こ
と
で
動
き
が
あ
り
ま
す
。
未
婚
の
男
女
に
は

恋
人
が
現
れ
た
り
、
結
婚
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
さ
れ
る
月
で
す
。
喜
び

事
の
多
い
月
だ
か
ら
業
務
や
身
分
上
に
喜
び
事
が
あ
り
、
普
請
、
開

店
、
婚
姻
は
吉
。
吉
方
位
は
南
、
東
北
、
西
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
吉
凶
相
交
わ
り
、
変
化
変
動
の
気
運
に
包
ま
れ
た
微
妙
な
時
で
す
。

何
事
も
急
に
は
調
わ
ず
、
気
は
あ
せ
る
が
急
が
な
い
方
が
よ
い
。
普

請
、
移
転
は
病
難
に
か
か
り
や
す
い
の
で
見
合
わ
す
方
が
よ
い
。
現
状

維
持
が
基
本
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
、
南
、
西
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

  

→
様
々
な
局
面
で
隠
れ
て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
上
運
の
月
な
の
で
何
事
も
急
い
で
仕
遂
げ
た
い
気
持
ち
に
な
る

が
、
せ
い
て
は
事
を
仕
損
ず
る
と
い
う
諺
ど
お
り
。
急
が
ず
怠
ら
ず
進

む
方
針
が
よ
い
。
普
請
、
造
作
、
移
転
、
旅
行
、 

新
規
開
店
は
吉
。

難
事
件
が
解
決
月
で
も
あ
り
ま
す
。
吉
方
位
は
東
、
西
、
東
北
。 

  

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
愚
か
な
者
が
表
に
立
っ

て
活
躍
し
、
聡
明
な
者
が
退

い
て
い
る
よ
う
な
不
条
理

な
と
き
で
す
。沈
運
の
時
期

で
、
何
事
も
は
か
ど
ら
な
い

か
ら
あ
せ
ら
な
い
方
が
よ

く
、
普
段
虚
弱
な
人
は
病
難

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
盗
難
、
遺
失
物
に
も
注

意
。
吉
方
位
は
東
。 
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京
老
の
マ
ル
シ
ェ
も
地
域

の
交
流
が
図
れ
て
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。 

◎
こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
ま

す
。
台
風
も
来
ま
す
。
今
の

う
ち
に
災
害
対
策
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

◎
世
界
に
平
和
が
早
く
訪
れ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
各
国

に
色
々
な
事
情
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
仲

良
く
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
メ
ダ
カ
は
、
毎
朝
餌
を
や
り
な
が
ら
水
草
の
根
元
を
見
て
い
ま
す
が
、

寒
暖
差
が
大
き
い
せ
い
か
産
卵
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
孵
化
用

の
水
槽
も
見
て
い
ま
す
が
、
例
年
よ
り
数
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
今
年

は
、
背
の
部
分
に
ラ
メ
の
入
っ
た
混
血
メ
ダ
カ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

◎
Ｊ
Ｒ
藤
森
駅
前
の
ツ
ツ
ジ
が
や
っ
と
咲
き
嬉
し
い
で
す
。
朝
の
見
守
り

を
し
な
が
ら
、
花
芽
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に

見
え
て
い
た
の
で
今
年
は
咲
か
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
日

一
日
と
ピ
ン
ク
色
が
広
が
っ
て
い
く
様
子
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
名
前
が
の
ど
元
ま
で
出
て
い
る

の
で
す
が
、
血
圧
が
上
が
る
ほ
ど
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
す
。
予
定
は
ス

マ
ホ
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、
歯
医
者
さ
ん
の
予
約
や
会
議
の
予
定
を
飛

ば
し
た
り
と
、
他
人
か
ら
言
わ
れ
て
や
っ
と
気
づ
く
な
ど
、
忘
れ
て
い

る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
交
通
整
理
が
上
手
く
な
く
、

断
捨
離
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
も
、
ま
す
ま
す
泥
沼
に
は
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。 

◎
車
に
火
ば
さ
み
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
積
ん
で
、
い
つ
で
も
ゴ
ミ
を
拾

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
散
歩
の
時
も
持
っ
て
行
き
ま
す
。
大
岩
山

展
望
所
に
も
吸
い
殻
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
カ
ン
な
ど
が
あ
り
、
京
都
ト

レ
イ
ル
を
廻
る
人
が
置
い
て
い
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
必
ず
あ
り
ま

す
。
自
分
勝
手
な
マ
ナ
ー
違
反
が
目
に
つ
き
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
情

け
な
く
な
り
ま
す
。 

◎
以
前
、
三
宅
さ
ん
が
書
い
て
お
ら
れ
た
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
の
利
用

を
や
っ
と
始
め
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
は
凄
い
で
す
ね
。
文
章
の
作
成
や
挨
拶

を
す
る
時
の
参
考
に
利
用
で
き
そ
う
で
す
。 

◎
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ー
ム
藤
城
オ
ン

ラ
イ
ン
」
の
記
事
の
掲
載
や
閲
覧
数
の
増
加
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
関
心
を
持
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
ね
。 

◎
先
日
、
兜
山
町
で
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
色
ん
な
物
が
出

品
さ
れ
、
こ
れ
も
交
流
の
一
種
な
の
で
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

実
年
会
だ
よ
り 
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